
近
年
、
犯
罪
の
多
発
に
加
え
、
幼
い
子
ど
も
が

犠
牲
に
な
る
凶
悪
な
事
件
が
続
発
し
て
お
り
、
そ

の
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

岡
山
県
で
は
、
地
域
の
安
全
は
地
域
で
守
る
と
い

う
基
本
理
念
の
下
、
県
や
県
民
・
自
治
会
な
ど
の

役
割
を
定
め
、
県
民
総
ぐ
る
み
で
、
誰
も
が
安
全

に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
犯
罪
の
な
い
社
会
を
つ
く

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
九
月
二
十
九
日
に
「
岡

山
県
犯
罪
の
な
い
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

を
施
行
し
ま
し
た
。
条
例

で
は
、
啓
発
施
策
の
一
つ

と
し
て
、
十
月
十
一
日
か

ら
二
十
日
ま
で
の
間
を

「
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く

り
旬
間
」
と
定
め
、
県
民

推
進
大
会
の
開
催
や
、
犯

罪
ゼ
ロ
の
日
（
十
三
日
）

に
、
県
内
一
斉
自
主
パ
ト

ロ
ー
ル
、
子
ど
も
見
守
り

活
動
等
を
行
い
、
県
民
の

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

の
活
動
へ
の
参
加
機
運
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

急
速
に
少
子
化
が
進
行
す
る
中
、
岡
山
県
で
は
、

社
会
全
体
で
子
育
て
を
支
援
し
て
い
く
た
め
に
、

企
業
等
と
の
提
携
・
協
働
に
よ
り
、
子
育
て
家
庭

に
対
す
る
各
種
優
遇
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
妊
娠
中
の
方
や
小
学
校
六
年
生
ま
で

の
児
童
を
持
つ
家
庭
に
対
し
、「
も
も
っ
こ
カ
ー
ド
」

を
交
付
し
、
こ
の
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
協
賛
企
業
な
ど
で
独
自
の
特
典
が
受
け
ら
れ

る
と
い
う
も
の
で
、
現
在
千
二
百
の
店
舗
等
か
ら

協
賛
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
銀
行
ロ
ー
ン
商
品
の
金
利
優
遇

や
、
託
児
所
の
開
放
デ
ー
、
保
育
所
・
幼
稚
園
・

塾
等
へ
の
送
迎
や
出
産
に
伴
う
タ
ク
シ
ー
の
優
先

配
車
、
映
画
館
・
美
術
館
な
ど
の
入
館
割
引
、
そ

の
他
割
引
や
ポ
イ
ン
ト
の
加
算
な
ど
サ
ー
ビ
ス
精

神
あ
ふ
れ
る
特
典
が
目
白
押
し
で
す
。

県
で
は
、
岡
山
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

成
長
や
子
育
て
を
応
援
し
、
今
後
も
子
ど
も
が
健

や
か
に
生
ま
れ
育
つ
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
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東
京
岡
山
県
人
会

東
京
岡
山
県
人
会
の
平
成
十
八
年
度
総
会
と
第
五
十
七
回
県
人
の
集
い
が
、
九
月
一
日
（
金
）、
ホ
テ
ル
オ
ー

ク
ラ
東
京
で
約
三
百
六
十
人
の
参
加
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
界
で
活
躍
す
る
県
出
身
者
の
ほ
か
、

地
元
岡
山
か
ら
は
石
井
正
弘
岡
山
県
知
事
を
は
じ
め
と
す
る
行
政
関
係
者
、
さ
ら
に
は
岡
山
経
済
界
の
代
表
者

の
方
々
に
も
多
数
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
懐
か
し
い
ふ
る
さ
と
の
話
と
味
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ま
ず
、
総
会
で
は
、
平
成
十
七
年
度
事
業
報
告
、
平
成
十
八
年
度
事
業
計
画
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
開
催
さ
れ
た
「
県
人
の
集
い
」
で
は
、
小
長
会
長
（
Ａ
Ｏ
Ｃ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
株
）
相
談

役
）
が
「
懇
親
を
深
め
て
、
人
の
輪
を
広
げ
て
頂
き
た
い
。」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
平
沼
赳
夫
衆
議
院
議
員
、
石
井
正
弘
岡
山
県
知
事
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
後
、
橋
本
副
会
長

（
ド
イ
ツ
証
券
（
株
）
取
締
役
会
長
）
の
音
頭
で
故
橋
本
龍
太
郎
元
首
相
を
偲
ん
で
献
杯
を
行
っ
た
後
、
岡
山
の

地
酒
に
よ
る
乾
杯
で
、
集
い
の
幕
が
開
か
れ
ま
し
た
。

懐
か
し
い

ふ
る
さ
と
の

味
に
舌
鼓
を

打
ち
な
が
ら

親
睦
と
交
流

を
深
め
、
近

藤

副

会

長

（
（
株
）
日
本

航
空
名
誉
顧

問
）
の
中
締

め
の
挨
拶
ま

で
、
和
や
か

な
歓
談
の
輪

が
広
が
り
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
各
界
で
活
躍
の
会
員

に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
が
行
わ
れ
た
り
、
岡
山
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
平
成

十
九
年
四
月
〜
六
月
）、
国
民
文
化
祭
（
平
成

二
十
二
年
に
岡
山
で
開
催
）
の
Ｐ
Ｒ
や
首
都
圏

情
報
発
信
「
岡
山
屋
」
の
取
組
な
ど
も
伝
え

ら
れ
、
賑
わ
い
の
あ
る
集
い
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
岡
山
県
出
身
者
の
大
学
生
で
構

成
さ
れ
て
い
る
青
年
会
の
学
生
が
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
貢
献
し
、
若
い
力
み
な
ぎ
る
県
人
の

集
い
と
な
り
ま
し
た
。

も
も
っ
こ
カ
ー
ド誕

生

第
五
十
七
回
岡
山
県
人
の
集
い

賑
や
か
に
開
催

安
全
・
安
心

ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行

第
十
九
回

全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
ま
な
び
ピ
ア
岡
山
２
０
０
７
」

開
催
に
向
け
て

誰
も
が
個
性
や
能
力
を
十
分

に
発
揮
し
、
生
き
生
き
と
生
活
す

る
た
め
に
、「
生
涯
学
習
」
の
重
要

性
が
ま
す
ま
す
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。「
ま
な
び
ピ

ア
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人
々
が
参
加
・
交

流
・
体
験
し
な
が
ら
学
び
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
全
国
規
模
の
生
涯
学
習
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

岡
山
大
会
は
平
成
十
九
年
十
一
月
二
日
か
ら
六

日
ま
で
開
催
さ
れ
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
晴
れ
の
国

キ
ラ
リ
☆
輝
く

ま
な
び
の
輪
」
で
す
。
大
会
で

は
岡
山
ら
し
さ
を
生
か
し
た
学
び
を
「
岡
山
発
ま

な
び
ス
タ
イ
ル
」
と
し
て
全
国
へ
発
信
す
る
と
と

も
に
、
大
会
史
上
初
の
全
市
町
村
の
参
加
に
よ
り
、

各
地
域
か
ら
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
盛
り
上
げ
ま

す
。大

会
マ
ス
コ
ッ
ト
の
「
マ
ナ
ビ
ィ
」
は
、「
学
び
」

と
ミ
ツ
バ
チ
の
「bee

」
を
合
わ
せ
て
名
付
け
ら
れ

た
も
の
で
、
漫
画
家
・
石
ノ
森
章
太
郎
さ
ん
の
デ

ザ
イ
ン
に
よ
る
も
の
で
す
。

今
年
の
十
一
月
二
・
三
日
に
岡
山
県
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
「
プ

レ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

で
は
、
大
会
イ
メ

ー
ジ
ソ
ン
グ
の

発
表
や
、

吉

備

キ
ビ
桃

太
郎
体

操
の
実

演
、
地
元

産
に
こ
だ

わ
っ
た
桃

太
郎
鍋
の
販

売
な
ど
が
行

わ
れ
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま

し
た
。



西山（八丈富士）

東山（三原山）

八丈島空港
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■
新
規
会
員
の
御
紹
介

県
人
会
で
は
、新
し
い
会
員
を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。
職
場
、知
人
等
で
入
会
を
希
望
さ
れ
る

方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、入
会
申
込
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
事
務
局
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
住
所
等
変
更
手
続
き

県
人
会
で
は
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
観
光
、
特
産

品
等
の
情
報
を
提
供
し
た
り
、
会
員
名
簿
の
配

布
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
住
所
等
の
変
更
が
生

じ
た
場
合
に
は
、
必
ず
事
務
局
ま
で
御
一
報
く

だ
さ
い
。

■
県
人
会
会
報
に
関
す
る
御
意
見
等
の
募
集

今
後
会
報
を
よ
り
よ
い
も
の
と
す
る
た
め
、
内

容
等
に
つ
い
て
、
皆
さ
ま
方
か
ら
の
御
意
見
・

御
要
望
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
連
絡
先
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首
都
圏
の
中
の

お
・
か
・
や
・
ま

宇
喜
多
秀
家

う

き

た

ひ

で

い

え

ゆ
か
り
の
地

八
丈
島

海

路

空

路

竹芝桟橋
羽田空港

三宅島

御蔵島

小島

青ヶ島

八丈島

大
島

店舗名等

岡山屋銀座店

岡山屋羽田店

岡山物産展

八芳園
白金夏祭り
WITH 岡山

場 所

銀座三越
（中央区）

羽田空港
（大田区）

銀座三越
（中央区）

八芳園
（港区）

期 間

7月27日（木）～
9月 4日（月)

7月15日（土）～
9月30日（土)

8月 1日（火）～
8月 7日（月)

8月19日（土）～
8月31日（木）
うち10日間

内 容

白桃・マスカット・ピオーネ等、県産果物の
宣伝・販売

白桃・マスカット・ピオーネ等、県産果物、
ジャージー乳製品等の宣伝・販売

岡山ならではの特産物の宣伝・販売（ばら寿
司、ジャージー乳製品、６次化商品等）

県産食材を使ったレストランフェア
備前焼など特産品の宣伝・販売
備中神楽の実演

事業の概要

伊
豆
諸
島
の
最
南
端
、
東
京
か
ら
二
八
七
キ
ロ
の
黒
潮
に
浮
か
ぶ
南
国

情
緒
豊
か
な
太
陽
と
花
と
緑
の
島
、
八
丈
島
。

豊
臣
五
大
老
の
一
人
で
、
岡
山
城
主
宇
喜
多
秀
家
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い

に
敗
北
し
、
島
津
家
・
前
田
家
の
助
命
嘆
願
に
よ
っ
て
死
罪
を
免
れ
、
一

六
○
六
年
（
慶
長
十
一
年
）
八
丈
島
に
流
罪
と
な
っ
た
。

八
丈
島
は
、

江
戸
時
代
を
通
じ
て
千
八
百
人
以
上
の
流
刑
者
が
送
ら
れ
た
が
、
そ
の
最

初
が
秀
家
一
行
で
あ
っ
た
。

秀
家
は
、
二
人
の
息
子
な
ど
一
行
十
三
人
で
渡
島
し
、
髪
を
下
ろ
し
て

「
休
福
」
と
号
し
、
一
六
五
五
年
（
明
暦
元
年
）
八
十
四
歳
で
亡
く
な
る
ま

で
の
五
十
年
間
を
こ
の
島
で
過
ご
し
た
。

八
丈
島
歴
史
民
族
資
料
館
に
は
、
備
前
岡
山
の
漁
船
が
八
丈
島
に
漂
着

し
、
こ
の
船
頭
と
海
岸
の
岩
の
上
で
釣
り
を
し
て
い
た
老
人
（
秀
家
）
と
の

問
答
な
ど
、
興
味
深
い
資
料
が
多
数
展
示
さ
れ
て
い
る
。

秀
家
の
墓
は
、
流
刑
生
活
を
送
っ
た
八
丈
島
の
大
賀

郷
に
あ
り
、
当
初
は
卒
塔
婆
型
の
細
長
い
石
に
「
南
無

阿
弥
陀
仏
」
の
名
号
を
刻
ん
だ
墓
石
で
あ
っ
た
が
、
元

禄
年
間
に
「
尊
光
院
殿
秀
月
久
福
大
居
士
」
と
諡
号
し
、
そ
の
後
、
高
さ

六
尺
の
五
輪
塔
型
の
墓
石
に
改
め
ら
れ
た
。
墓
地
を
囲
む
石
垣
の
上
に
は
、

秀
家
が
築
い
た
岡
山
城
天
守
閣
の
礎
石
の
一
部
が
運
ば
れ
設
置
さ
れ
て
い

る
。秀

家
が
流
罪
に
決
ま
っ
た
時
、
妻
豪
姫
は
同
行
を
望
ん
だ
が
受
け
入
れ

ら
れ
ず
、
実
家
前
田
家
で
余
生
を
送
る
こ
と
と
な
っ
た
。

前
田
家
か
ら
は
、
一
八
六
九
年
（
明
治
二
年
）
に
一
族
が
赦
免
さ
れ
る

ま
で
、
一
年
お
き
に
白
米
七
十
俵
と
金
子
三
十
五
両
、
衣
類
、
雑
貨
、
薬

品
な
ど
物
資
の
仕
送
り
が
続
け
ら
れ
た
。

八
丈
島
西
岸
に
南
原
千
畳
岩
と
呼
ば
れ
る
風
光
明
媚
な
海
岸
が
あ
る
。

岡
山
城
築
城
四
百
年
と
い
う
節
目
の
年
（
平
成
九
年
）、
秀
家
と
豪
姫
の
像

が
、
こ
の
地
に
建
て
ら
れ
た
。
二
人
は
仲
良
く
、
岡

山
城
の
方
角
を
見
つ
め
て
い
る
。

首都圏でのイベント情報

■第6回岡山県の物産と観光展
日時：平成19年2月15日～2月21日

場所：京急百貨店上大岡店

■第2回四国・山陽の観光と物産展（予定）
日時：平成19年3月中・下旬頃(予定）

場所：小田急百貨店新宿店

■第２回山陰・山陽味街道（予定）
日時：平成19年3月中・下旬頃（予定）

場所：小田急百貨店藤沢店

「
岡
山
屋
」
の
取
組

岡
山
県
で
は
、
七
月
十
五
日
か
ら
九
月
三
十

日
ま
で
の
間
、
銀
座
や
羽
田
空
港
等
に
お
い
て

首
都
圏
情
報
発
信
実
験
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。
県
人
会
の
皆
様
に
は
、
実
験
店
舗
「
岡
山

屋
」
へ
足
を
お
運
び
い
た
だ
く
な
ど
大
変
お
世

話
に
な
り
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

岡
山
を
代
表
す
る
白
桃
、
マ
ス
カ
ッ
ト
、
ピ

オ
ー
ネ
等
を
中
心
に
、
味
覚
を
通
じ
た
取
組
に

よ
り
、
首
都
圏

及
び
全
国
に
向

け
て
「
岡
山
」

を
大
い
に
印
象

づ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

首
都
圏
情
報
発
信

●岡山屋設置の評価（岡山のイメージアップにつながるか）

来店者アンケート結果より

写真：岡山屋銀座店

■宇喜多秀家と豪姫の像（背後は八丈富士）

■宇喜多秀家

■八丈島

八
丈
島
観
光
協
会
で
は
、
十
二
月
末
ま
で
「
八
丈
島
宝
探
し

宇
喜
多

秀
家
伝
説
〜
扉
の
章
〜
」
と
い
う
現
地
で
実
際
に
隠
さ
れ
た
宝
物
を

探
す
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
。

○
問
合
せ
先：

八
丈
島
観
光
協
会
（
０
４
９
９
６-

２-

１
３
７
７
）

■宇喜多秀家の墓と岡山城天守閣礎石

つながる
76.4％

無回答
1.0％

わからない
18.8％

つながらない 3.7％

●宇喜多秀家・豪姫の像

●
宇
喜
多
秀
家
の
墓

●
八
丈
島
歴
史
民
族
資
料
館

航 路


